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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策等の効果もあり、一部の企業収益

に改善が見られるなど、景況は緩やかな回復傾向が見られるものの、海外経済の減速、円安による原材料価格高騰

及び人手不足による人件費高騰の影響で諸物価が上昇し、個人消費は依然先行き不透明な状態が続いています。

外食業界におきましても、引き続き業界の垣根を越えた顧客獲得競争は激化し、厳しい経営環境が続きました。

このような中で、当社グループ（当社及び連結子会社）は、2015年度から始まった３ヵ年を対象にした新・中期

経営計画『Building The Future 2017』を遂行し、着実な成長に向け果敢に事業展開を進めてまいりました。「おい

しさ、しあわせ創造企業」の理念のもと、ケンタッキーフライドチキン、ピザハットともに、より一層差別化され

たブランドを目指し、即断・即決・即実行を社内の行動規範として、①「原材料、素材、手づくり調理へのこだわ

り」②「商品開発力の強化」③「現場力の更なる強化」の３つの基本方針のもと取り組みました。

これらの結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は676億１百万円（対前年同四半期

5.2％増）、営業利益は19億８千７百万円（同91.5％増）、経常利益は18億４千５百万円（同79.1％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は10億６千３百万円（同185.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間の連結財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は55億６千５百万円増加し、

439億８千４百万円となりました。その主な要因は、売掛金の増加31億７千万円及び有形固定資産の増加13億９千８

百万円等によるものであります。

負債は55億２千３百万円増加し、227億２千２百万円となりました。その主な要因は、買掛金の増加42億４千６百

万円及びリース債務の増加15億８千万円等によるものであります。

純資産は212億６千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ４千１百万円増加し、自己資本比率は48.3％となっ

ております。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上10億６千３百万円、剰余金の配当による

減少11億２千１百万円、自己株式の取得による減少６百万円、その他有価証券評価差額金の増加６千２百万円及び

退職給付に係る調整累計額の増加４千３百万円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年４月24日に公表しました「平成27年３月期決算短信」

に記載の平成28年３月期の通期の業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を、第１四半期連結会計期間より適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連

結財務諸表の組替えを行っております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

　 該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2016年02月08日 14時31分 3ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



日本ＫＦＣホールディングス株式会社(9873) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 4 ―

４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,804 16,171

売掛金 3,672 6,842

商品 323 669

原材料及び貯蔵品 74 106

前払費用 424 418

短期貸付金 7 6

繰延税金資産 347 249

その他 804 2,406

貸倒引当金 △126 △255

流動資産合計 22,332 26,614

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,122 2,095

土地 2,449 2,410

その他（純額） 1,522 2,986

有形固定資産合計 6,093 7,492

無形固定資産

ソフトウエア 2,749 2,692

ソフトウエア仮勘定 122 43

その他 2 1

無形固定資産合計 2,874 2,737

投資その他の資産

投資有価証券 195 287

差入保証金 5,185 5,049

繰延税金資産 1,588 1,465

その他 281 448

貸倒引当金 △134 △111

投資その他の資産合計 7,117 7,139

固定資産合計 16,085 17,369

資産合計 38,418 43,984
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,978 10,224

未払金 3,805 4,882

リース債務 187 534

未払法人税等 532 354

未払費用 259 283

賞与引当金 377 95

資産除去債務 10 22

その他 2,016 943

流動負債合計 13,166 17,340

固定負債

リース債務 432 1,666

退職給付に係る負債 2,308 2,327

ポイント引当金 40 34

長期未払金 108 91

資産除去債務 852 821

その他 289 440

固定負債合計 4,031 5,381

負債合計 17,198 22,722

純資産の部

株主資本

資本金 7,297 7,297

資本剰余金 10,430 10,430

利益剰余金 4,228 4,170

自己株式 △733 △739

株主資本合計 21,222 21,158

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 55 118

退職給付に係る調整累計額 △58 △14

その他の包括利益累計額合計 △2 103

純資産合計 21,219 21,261

負債純資産合計 38,418 43,984
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 64,247 67,601

売上原価 35,113 37,322

売上総利益 29,133 30,279

販売費及び一般管理費 28,095 28,291

営業利益 1,037 1,987

営業外収益

受取利息 3 1

受取配当金 2 3

受取賃貸料 135 114

その他 20 10

営業外収益合計 162 129

営業外費用

支払利息 6 32

店舗改装等固定資産除却損 13 9

賃貸費用 108 115

リース解約損 - 44

その他 40 69

営業外費用合計 169 271

経常利益 1,030 1,845

特別利益

固定資産売却益 - 42

店舗譲渡益 24 200

特別利益合計 24 243

特別損失

固定資産除却損 12 36

店舗閉鎖損失 8 -

減損損失 6 117

特別損失合計 27 154

税金等調整前四半期純利益 1,027 1,934

法人税、住民税及び事業税 591 701

法人税等調整額 63 170

法人税等合計 654 871

四半期純利益 372 1,063

親会社株主に帰属する四半期純利益 372 1,063
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 372 1,063

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22 62

退職給付に係る調整額 6 43

その他の包括利益合計 28 106

四半期包括利益 400 1,169

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 400 1,169

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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